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※以降、「日薬手引き2018」と略



 本書は、薬学実務実習に関する連絡会議「薬学実務実習の評価の観点につ
いて（例示）」の「補足（平成30年2月28日）」にて示された「日薬手引きを参照

した薬局実務実習評価例示」（以下、「薬局版評価表」）で薬局実務実習を行
えるよう作成したものです。

 但し、この「薬局版評価表」は、出版時期との兼ね合いで、「日薬手引き2018」
には掲載されていません。必ず下記資料の原典をご確認ください。

ここに
注目

▼「薬学実務実習の概略評価の例示について（補足）」（平成30年2月28日．薬学実務実習に関する連絡会議）

（右図拡大）

「日薬手引き2018」作成の趣旨、活用のポイント（1/2）

この資料では以降これを
「薬局版評価表」と呼びます

日薬手引きを参照した薬局実務実習評価例示
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「日薬手引き2018」作成の趣旨、活用のポイント（2/2）

 「薬局版評価表」は、平成29年11月の私立薬科大学協会総会にて、「平成30
年度実習の標準とする」ということで合意されたこと等を踏まえ、日本薬剤師
会薬学教育委員会として、この「標準とする」という合意を尊重し、薬学実務
実習連絡会議との最終調整を行い、互換性と利便性を考えて作成しました。

 「薬局版評価表」と「日薬手引き2018」の対応関係については、平成30年２月
28日に開催された薬学実務実習に関する連絡会議において、その対応関係
の整合性が確認されています（平成30年３月２日、連絡会議から関係団体に
通知済み）。

 「日薬手引き2018」は、このような作成経緯であることをご理解ください。
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「日薬手引き2018」では、
改訂コアカリ
（２）処方せんに基づく調剤
（３）薬物療法の実践

の９つの小項目を、実際の業務の流れに沿って、
（A）～（D）の４領域に再構成しています。

（A）保険調剤ができる（医薬品の調製）
（B）保険調剤ができる（処方監査・医療安全）
（C）保険調剤ができる（服薬指導）

（D）処方設計と薬物療法（薬物療法の実践）

日薬手引き（A）～（D）の４領域は、
改訂コアカリの９の小項目

つまり
連絡会議「薬学実務実習評価の観点（例示）」の【観点】と

完全に対応しています。

改訂コアカリの9の小項目と「日薬手引き2018」の4領域の関係

（詳細は次スライド） 4

大項目 Ｆ薬学臨床

中項目 （２）処方せんに基づく調剤

小項目 ②処方せんと疑義照会

《改訂コアカリ 大項目・中項目・小項目とは》
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（２）処方箋に基づく調剤

（３）薬物療法の実践

（A）保険調剤ができる
（医薬品の調製）

（B）保険調剤ができる
（処方監査・医療安全）

（C）保険調剤ができる
（服薬指導）

（D）処方設計と薬物療法
（薬物療法の実践）

改訂コアカリ 9の小項目 「日薬手引き2018」 4の領域

改訂コアカリの9の小項目と「日薬手引き2018」の4領域の関係【図】

②処方せんと疑義照会

⑥安全管理

④患者・来局者応対、服薬指導、
患者教育

①患者情報の把握

②医薬品情報の収集と活用

④処方設計と薬物療法の実践
（薬物療法における効果と
副作用の評価）

③処方設計と薬物療法の実践
（処方設計と提案）

⑤医薬品の供給と管理

手引き P. 29-44

手引き P. 45-64

手引き P. 65-90

手引き P. 91-１１３

③処方せんに基づく医薬品の調製



【例】 （2）処方せんに基づく調剤 【②処方せんと疑義照会】

日薬手引き「具体的目標」と
連絡会議「薬局実務実習評価例示」
は繋がっている

Ｈ30.2.28薬学実務実習に関する連絡会議
「薬学実務実習の概略評価の例示について（補足）」と
「日薬手引き2018」を突合してみてください

改訂コアカリの9の小項目と「日薬手引き2018」の4領域の関係【詳細】

日薬手引き2018 51頁
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連絡会議「薬局版評価表」の記述語から、
「日薬手引き2018」の該当するStepと具体的目標を探す

「日薬手引き2018」活用のヒント①

【例】
連絡会議

薬局版評価表

（２）処方せんに基づく調剤
②処方せんと疑義照会

【第２段階】

実習施設内で扱うすべて
の処方せんと調剤薬に
関して医薬品情報を基に
適切な監査ができ、必要
に応じて疑義照会を実施
する。

日薬手引き2018
51頁

B 保険調剤ができる
〈処方監査・医療安全〉

Step２

■具体的目標①

実習施設内で扱うすべての処
方せんと調剤薬に関して医薬
品情報を基に適切な監査がで
き、必要に応じて疑義照会を実
施できる。

■具体的目標②

医療安全に配慮した業務を実
践できる。

連絡会議薬局版評価表
【第２段階】の
基準と一致

7日薬手引きに基づいて実習を行うことで、薬局版評価表に対応します



（２）処方せんに基づく調剤
⑥安全管理
【第２段階】

「日薬手引き2018」各Stepの具体的目標から、
連絡会議「薬局版評価表」の記述語を探す（逆引き）

「日薬手引き2018」活用のヒント②

【例】

（２）処方せんに基づく調剤
②処方せんと疑義照会

【第２段階】

連絡会議
薬局版評価表

日薬手引き2018
51頁

B 保険調剤ができる
〈処方監査・医療安全〉

Step２

■具体的目標①

実習施設内で扱うすべての処
方せんと調剤薬に関して医薬
品情報を基に適切な監査がで
き、必要に応じて疑義照会を実
施できる。

■具体的目標②

医療安全に配慮した業務を実
践できる。 医療安全に配慮した業務を実践す

る。

日薬手引き2018
Ｂ-Step2の
基準と一致

8日薬手引きに基づいて実習を行うことで、薬局版評価表に対応します

実習施設内で扱うすべての処方せ
んと調剤薬に関して医薬品情報を
基に適切な監査ができ、必要に応じ
て疑義照会を実施する。

（前ページと逆のパターン）



「日薬手引き2018」活用上の留意点

 改訂コアカリ【Ｆ薬学臨床】のうち、「日薬手引き2018」で具体的に取り扱って
いない範囲がありますのでご留意ください。

含まない範囲 理由

（１）薬学臨床の基礎
②臨床における心構え

実習全般を通じて、他の項目と関連づけ
て評価を行うものであるため、連絡会議
の例示（共通版）の概略評価表を用いま
す。
そのため、本書では紹介のみ（10～13
ページ）に留めています。

（２）処方せんに基づく調剤
①法令・規則等の理解と遵守

実習全般の中で学ぶものであるため、独
立した項目建てをしていません。

（１）薬学臨床の基礎
①早期臨床体験

２年次修了までに学習する事項であるた
め、本書には含めていません。

（１）薬学臨床の基礎
③臨床実習の基礎

主に知識を求める内容であるため、本書
には含めていません。
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